







で言うように、感情に支配される国となっているようにみえる。 「私たちは私たちに心地良 感情を提供することばしか、政治にもジャーナリズムにも文学にも求め」ないし「理性や合理ではなく、感情の交換が社会を動かす唯一のエンジンとなり、何よりも人は『感情』以外のコミュニケーションを忌避する」とい のだ。
実際、特に東日本大震災以降、絆や感動といった、ふん
わりした優しさを求める気運が社会を覆っているように思われる。絆は確かに大事であり「善いもの」である。しかし問題は、その「善いもの」に疑義を申し立てられないことにある。疑義は、申し立てられた瞬間に、 「善いもの」 「心地いいもの」という感情に対する否定として受け止める。申し立てた人 善意を傷つけた人として、容赦なく切り捨てられ、批判され、場合 よっ は存在そのものを否定される。確かに大塚の言 よう 、理性的な対話の余地はなく、善に対する絶対悪になる。
善か悪か、という二項対立は理解するのが容易である。
しかし現実の世界は、もっと複雑で、 なれば多様である。相手を理解しようと思えば 本来は相手の様々な側面を感情ではなく理性的に思考したうえで、相互のコミュニケーションを通 て理解しなければならない その行為においては、自分の期待が裏切ら て傷つ たり 心地 良








像すること」を対比させた上で、他者を理解する上で必要なのは、 「共感すること」より「想像すること」であ言う。たとえ他者が嫌いであったとしても、 「他者の立場にたって考えること」はできるからだ という。そして想像力を深める めには、共感に加えて「知識」が必要だする。
共感や感情移入は容易であり、コミュニケーションで傷
つかないでいることの方が心地よい。ただ、社会の多様化が進む現在、傷つかない立場でのコミュニケーションは、社会の分断を引き起こす。今私たちに必要なのは 心 よいコミュニケーションを求める ではなく、自分の殻から一歩踏み出して、傷つくかもしれない理性的なコミュニケーションをする勇気なのかもしれない。
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